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【主な事業内容】飲食、土産製造・販売 

【障がいのある方の主な仕事】お菓子の製造、土産物店での販売・接客など

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい者雇用の経緯】 

求職される障がいのある方は、真面目で一生懸命に働く方が多く、拒む理由はないと考え、地元の特別支

援学校との交流する中で、体験実習を受入れるとともに雇用してきました。現在、２名の障がいのある方が

働いています。 

【全従業員に必要な配慮をする中で】 

    一人は、お菓子の製造ラインで、機械操作や生地の仕込み、包   

装などを、もう一人は土産物の販売店で、販売、接客、電話応対な

どをされています。 

お二人とも特別支援学校から実習・トライアル雇用を経て就労さ

れました。仕事を教えるのに、分かり易いマニュアルを作り、そば

にいて根気よく繰り返し教えることが大切と思います。今では、朝

礼とグループ内の意思疎通だけで、他の従業員と同じように働いて

います。採用した特別支援学校の卒業生が地元出身だと言うことも

安心して働ける一因となっています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

【Ｏさんに聞きました】 

 ３年目です。２回の実習で、

初めの頃は機械の扱いが難し

かった。３か月間のトライアル

雇用の時に、皆さんに優しく何

回も教えていただき、やっとや

っていけると思いました。 

 お菓子作りに興味があり、仕

事は難しいけど、面白いと思い

ました。家でのお菓子作りの参

考にもなります。将来は、自分

がイメージしたお菓子を作っ

てみたいと思っています。 

 休みは、豊岡までショッピン

グに行くか、家で掃除や食器洗

いなどを手伝っています。 

障がいのある方の雇用に取組む 

（京丹後市） 

      「京都はあとふる企業」です 

【Ｓさんに聞きました】 

 ３年目です。睡眠障害があり、通院と服薬が欠かせません。薬を

飲み忘れると寝てしまうので、職場にも置いています。 

コミュニケーションが苦手で人見知りも激しく、店での販売や電

話応対、接客などには向いていないと思っていましたが、忙しい観

光シーズンを夢中で働いているうちに、積極的に出来るようになり

ました。釣りが趣味で、休みは磯釣りや船釣りに行きます。海産物

も扱っていますので、趣味が仕事にも活かせてうれしいです。 


